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コ
下

二
年
度
で
鉄
筋
コ
ン

一
打

川

命

し

た

。

つ
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一小
中
、
黒
木
小
、
郡
中
学
校、

箕一
万
八
千
円
で
新
築
、

大
多
武
分
校
一ク
リ
1
ト
造一

一階
鶴

一
棟
八
教
室

一

団
員
の
訓
練
、
皆
質
の
向
上
に
一

一

一

一

一火
事
は
心
の
ゆ
る
み
か
ら

一

島

広

夫

容

完

了
し
、

学
校
五
入
植
者
児
童
増
加
に
よ
り、

木
一を
工
費
八
百
八
十
六
万
円
で
新
築

一つ
い
て
は
、

五
月
、

前

理

で

一

早

く

み

つ

け

て

一保
健
衛
生
の
向
上
巻
期
し
た
。

一造
瓦
葺
平
家

一
一棟
三
教
室
を
工
費
一
四
月
三
十
日
完
成
し
た
。

一消
防
白
水
防
訓
練
を
、
十
月
に
機
一

l
i
・

i

一

市
立
図
書
舘
は
十
進
分
類
法
に

-
百
五
十
万
七
千
円
で
用
築
、
い
ず
一
三
城
小
学
校
は
木
造
校
舎

一
棟
一関
要
員
の
調
習
会
を
実
施
し
た
ι

一

与

く

浮
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i頁
岳
総
合
開
発

一年
?
開
設
さ
れ
る
。

一率
と
市
民
の
福
祉
還
を
は
か
一
沢
」
「
ほ
が
ら
か
横
丁
」
な
ど
を

一品
陳
列
事
二
十
百
万
円

Z
E

l
i
-
i
i
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i
-
-
i
i
i
j
一
七
千
八
百

五
万
四
千
円
(
約
一一三

改

良

盤

張

復

旧

で

一三
土

一年
度
は
割
当
分

崎一計上
一一性信
一る控
ト
山
内
錯
誤
十
時
計
駐
日
一世
話
器
材
一位
誌
は
訪
日
町
一
一
泳
鴻
湾
同
ゆ
混
同
…
一日目の打開昨日
一
万全の熊勢ヘ

一号
討
一一明日

川
町
で
各
種
の
調
査
を
実
施
し

一ン
下
系
の
会
社
に
よ
っ
て
開
発
さ
一
代
的
組
織
方
式
に
改
め
た
い
と
、
一
月
ま
で
各
地
区
で
巡
回
上
映
し
た

一覧
に
供
す
る
と
と
も
に
特
震
の

一

荒

地

も

美

田

に

回

復

一の
七
カ
所
も
十
二
月
中
に
着
工
の

一

土
木
関
係
?
は
、
河
川、

重

一

瓦

重

工

分

一一
十
四
カ
所
、

的

て

い

る
。

一れ
て
い
る
が
、
工
場
建
設
の
敷
地
一

六
月
五
日
行
政
事
務
改
善
委
員
会一

九
月
二
十
五
日
昭
和
三
十
二
年
一産
出
奨
励
に
つ
と
め
た
。

一

ー

]
一予
定
で
、
本
年
度
分

一

一

道
路
、
静
岸
な
ど
単
に
現
形
復
旧

一

士

一月
峻
工
主
五
謀
、
来

、
弘
本
市
は
畑
地
が
五
五
%
で

一等
で
未
解
決
の
点
も
あ
る
が
、
乙
玄
け
、
事
局
に
専
任
職
員
を
一
度
中
に
市
税
の
完
納
に
積
極
的
に

一大
付
市
の
観
光
地
お
よ
び
観
光
土

一

農
林
関
係
で
は
復
旧
工
事
に
若
手
九
力
所
五
千
九
百
八
十
万
円
ポ
一

は一

月
末
に

一に
終
る
だ
け
で
な
く
、
特
に
阿
川

一

年
瓦
末
十
一
一
カ
所
長
春

一

山
部
品
開
討
担
い
一……一七一日
一日即時刊一一七百一一諮問一
一一一一一十一日
U
U
H日
)
J

…………一一……一許
可諮問中皇制一臨時間一一…

殺
し
て
、

水

を

は

か
り

一え
を
十

一
月
中
に
行
っ
た
。

一室
作
成
し
全
国
各
地
に
配
布
、

下

晴
え
で
ν
践
の
音
が
響
く

・
岩
松
附
近
)

一と
な
る
。

一悲
惨
事
手
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
一

の
予
定
で
、
と
れ
で
総
事
業
の

詩

市

民

の

協

力

一

致

て

苦

難

を

克

服

諒

一

中

小

企

業

振

興

一語

れ

れ

若

手

缶

詰

二

一

盟

国

圏

一
小

災

害

は

追

加

施

工

一よ
ろ
努
力
を
つ
づ
け
て
い
る
。

一

日
系
出
来
上
る
と
と
と
な

入
話
器

kbECUM-一明刊誌抑制
quh--限
一円
提
起
訴
一件付

一二

圏

盟

国

間

は
一一一士一
定
一昨

]

の

一日
時
町
村
長

の
舗
装
、
延
室
長
の
整
備
一
月
三
十
一
日
玖
島
崎
に
フ
ラ
ワ
ー
一号

三

名

手

一
般
職
員
に
守

一工

?

主

義

策

に

つ
一を
認
識
し
て
も
雪
た
め
観
う

一ま
で
ほ
一

一一一
組

関

鰯

猶

盟

国

圏

一

一

量

購

豊

富

一年
度
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い
よ
い
よ
今
年
も
あ
と
旬
日
に
お
し
せ
ま
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
は

一
年
間
の
反
省
、
整
理
、
新

年
の
準
備
に
忙
し
い
と
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
災
害
復
旧
と
総
合
的
近
代
都
市
建
設
を
目
樽
に

描
策
を
進
め
て
来
ま
し
た
。
災
害
復
興
へ
の
意
欲
に
燃
え
、
漸
く
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
と
き
、

ま
た
六
十
年
ぷ
り
と
い
わ
れ
る
平
ば
つ
に
あ
い
、
農
家
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
全
市
民
が
水
不
足

と
斗
い
な
が
ら

一
致
協
力
し
て
、
と
の
危
機
そ
克
服
し
、
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
賞
金
波
打
つ
艶
作

の
秋
を
迎
え
る
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。

災
害
復
興

園田回 咽a

a息

• 
あ
と

軌
道
に
乗
っ
た
近
代
都
市
建
設

一
方
、
商
庖
街
も
当
時
の
散
乱
し
た
塵
か
い
の
街
か
ら
立
直
り
、
あ
と

一
息
と
い
う
四
階
に
達
す

る
と
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
の
よ
う
に
大
村
市
の
前
途
に
も
明
る
い
希
望
が
開
ら
け
、
初
期
の
目
的
達
成
に
向
っ
て
力
強
く

歩
を
路
み
出
し
て
い
る
と
と
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

乙
と
に
静
か
に

一
年
間
を
振
り
返
り
、
来
年
は
さ
ら
に
よ
り
よ
い
大
村
市
の
建
設
に
蓮
進
す
る
心

を
あ
ら
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
写
真
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
開
拓
地
の
建
設
)
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貸
付
三
百
九
十
六
万
二
千
円
、
合

万
二
千
五
百
円
)

一タ
!
ル
そ
駆
除
し
た

。

水

路
の
補
強
、
井
一戸
の
周
ド
ア
ぃ
一し
、
七
月
こ
答
申
書
を
ま
と
め
て

主
千
四
百
十
二
万
九
百

の

割

理

一
一
塁
六
万
一
一
千
円
)
一
針
替
の
新
題
意

系
統
の

あ
る
い
は
ポ
ン
プ
に
よ
る

弘

、
一解
散
し
た。

当
を
受
け
た
が
、
百

分

九

百

六

護

岸

一カ
所
(一一一万六千
円
)
一は
っき
り
し
た
優
良
品
種
を
植
え

一課

昨

年
の
大
水
害
に
ひ
き
長

と

な

た

。

消
防
車
の
応
章

、
平
害
対
策
芝
居
答
申
書
に
基
き
八
月
に
各
関

間
一
掛
川
市
部
一
一
耕
一一日一
一一た
一一一一

一

一一一告伊丹一一
一一一一訂正
問
問昨日目
一h
r目立
一一諮問一
片山山一
一一一諮
問一陣

地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
た
が
、

一め

た

。

一

路・

鈴
田
惣
原
)

一一タ
l
本
農
林
省
か
ら
市
営
苗
圃
一ば
つ
に
見

(写
真
は
稲
河
内
川
の

讃

号

室

・
岩

松

駅

附

一

も

の

で

あ

る

。

一

具
体
的
に
乙
れ
の
推
進
を
は
か
つ

昨
年
七
月
の
蓄
に
よ
り

推

主

ま

た
水
田
の
基
本
と
な
る
水
の

一
園
田

隈

闘
圃

鷹

臨

剣

町

歩

は

機

械

で

開

墾

一に
転
用
し、

現
在
ま
で
約
一
・
五
五
わ
れ
た

近

)

一
と
の
結

果

パ

ゴ

品

川

、
一て
い
る。

る
こ
と
が
ゼ
き
な
く
な
っ
た
の
で

一利
用
な
ら
び
に
排
水
計
画
に
つ
い

一
園

調

闇

圃

圃

園

町

一ヘ
ク
タ
ー
ル
を
塁
、
話
約
四

一
河
水
は

マ
ア

韓

瞳

譲

露

関

閥

単

闘

一六
十
ヘ
ク
タ

j
f一
回
)
一
さ
ら
に
集
約
酪
農
地
域
の

そ
の
実
施
を
毘
し
た
が
、
一
ニ
十
一
て
は
か
ね
て
か
ら
資
雲
監
し

一
闇

縦

踊

園

圃

圃

度
の
君
事
業
は
、
大
多
一

旧
廠
内
に
苗
圃
設
置

一

一

言

こ

T
V醗
眠

躍

購

繍

臨

一の植
付
不
能
回
が
八
月
冗
H
に
は
一
指
定
に
つ
い
て
は
、
関
係
官
庁
と

言

話

一引

が

い

わ

れ

当

面

繍

湘

一日

刊

誌

与

野

詰

一紅

一

一日

時

一

正

融

翻

醐

幅

一川

hu--
ル
を
残
芸
有
明
戸
河
内
町
長

地
区
が
予
備
地
域
に
指
定
さ
れ
た

一市

の

リ

用

ド

水

計

画

室

君

臨

鱗

臓

機

一画
、
と
の
う
ち
大
多
武
地
区
の
四
一部
分
林
立
木
二
万
平
百
二
十
五

一し
る

一で
き
ず
、

圏

盟

輔

聞

朝

幽

圏

一ア一
れ
り
F
事
業
に
対
し
て
は
い
一

ιいる。

の
で
一
ニ
十
四
年
度
に
は
特
別
助
成
一で

あ

い

拶

一
組

問

鱒

繍

鰯

側

一

十

町
歩
は
農
地
開
発
機
公
団
に
一本
(
一万一一
千
五
百
五
ト
八
石
)を

一

一

連

の

貯

輔

翻

鞠

輔

鴨

幽

圏

一
悶
庫
補
助
霊
と
し

I
F
7牛
の
導
入
資
金
と
し
て
九
十

実
施
地
域
の
認
定
を
受
け
る
た
め
一長

期

降

雨

被

一二
月
以
降
の

一
鱒

灘

綴

鱗

一

よ
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
よ

義

、
そ
の
金
額
は
一一
千
十
三
万
一
七
月
水
害
で
農
協
へ

一水
害

工

趨

舗

網

翻

潮

舗

翻

一
四
地
区
の
事
業
費
千
」ノ百
」ノ
一

一万
円
を
貸
旬
、
千
葉
か
ら
十
五

日

比

曜

日

伝

説

的

一災

者

ヘ

融

資

最

降

雨

に

纏

鱒

轍

撃

を

計

画

し
問
地
区
内
に
は
U
一話

い

話

諒

一
コ

ー

な
ど
融
資

一時

間

麟

鱗

麟

艦

鵬

臨

一口

話
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む

か

す
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入

し

た

立
日
立
問
号
す
れわれ即日開九
一水室
E
E
;七
日
開
目
立
し
た
言
語
唯
一わ
や
が
軒
下
出品

購
購
難
輔副

一統
計
計
七
一計百吋イ刊川

護

試

験

は

好

成

績

一四

日

露

組

合
へ
融
資
一
日
腕
時

開

制

連

唯

一

一い

れ

枯

れ

時

五

パ
河
川
説
明
日
一
一十
んへ

話

顧

問

問

一駐

韓

繍

麟

組

踊

一
委

員

会

で

具

体

化

一つ

目

的

民

話

畑
作
振
興
は
農
産
物
増
産
に
欠

一同
降
雨
に
よ
る
被
災
農
林
漁
業
者
一
急
や
む
を
得
な
い
事
業
と
し
て
、
一と
し
て
四
十
四
一戸
が
入
植
の
予
定
一

実

に
よ
り
ス
ギ
の
ハ
ダ
ニ
が
了つ
農
協
に
は
そ
の
資
金
三

百

万

円

が

取

水

で

麟

欄

繍

網

棚

機

翻

髄

一
畜
産
の
振
興
に
つ
い
て
は
四
月
一百
五
十
八
俵
、
五
一
一
万
一
千

く
こ
お

で
き
な
い
も
の
で
、

竹
一に
対
し
て
は
、
政
府
資
金
と
し
て

一
農
道

三
カ
所
八
百
一干

一
米
一で

あ

る

。

一

異

常

発

生

し

た
の
で
、
杉
の
七
年
-を
融
資

し

た

。

吾

、
田

襲

警

襲

撃

謀

議

議

露

目

一学
識
経
験
者
に
よ
る
畜
震
興
審
一百
二
十
七
俵
で
、
二

三
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と
な

刊

抱
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川
河
当
沌
河
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-託
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崎
詩
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一
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当

山

、
市
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J
J一
洋
一
ー
の
予
算
右
計
上
し
1

井
せ
き
一議
会
を
結
成
レ
振
興
計
画
を
樹
立
一
っ
て
い
る
。

給

付

額

は

下

一
躍

詳

詩

型

民

肩

誌

刊
誌

弓

号

君

片

側

の

撃

が
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